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Experinents on the evapotransPiration and its seasonal variation dwring the
crop season to determine water requirment of croPs deSCribed in this Paper
I1/ere carried out using the phytotron of Kyusyu University and in the field,
In order to study seasonal variation of evapotranspiration for some crops,
the phytotron, 、Thich is controllable for meteorological factors, 邪FaS uSed, and
the ewapotranspiration curve of some crops:rice plant, ladino clover, etc, was
estimated.
Regarding the relation bet、veen evapo ranspiration or transPiratiOn of rice
PlantS and Citrus unshiu and solar radiation, the exPeriment was done by
using the phytotron and the ticld.
?lain resulcs of these experiments were as follo、Ts ;
1. The evapotransPiration curve o£ice plants T17as fitted into Pearson′s l type
frequency distribution, and this curve shows maximum evapotransPiratiOn
value bet、veen the tillering stage and the maturing stage.
2.  On the other hand, in the evapotranspiration curve of ladino clover,
there was no maximum value between the seeding stage and the mowing
stage, but a monotonic increase, Its curve ttlas fitted into Logistic Curve.
3. The relation between daily evapotransPiration of rice plants and daily
solar radiation for each gro47ing stage in both phytotron and£ield, 、v s
linear.
The effect Of solar radiation on evaPotranSPiration Ⅵras oticeable for the
stage bet、v en heading and ftto私/ering.
4.  A similar relation Ⅵ′as ob ai ed for Citrus unshiu between daily transpi―
























































ント協算r2′, μ3′, μ4′とすると, ″o′=μo=1, μ■′=μ■
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蒸発散量は, 分ケツ期, 伸長期, 穂バラミ期と増加
し,穂バラミ後期より出穂開花期が多く乳熟期,黄熟期
安村野
Table 2期間 別 平 均 日蒸 発 散 量
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平 均 日蒸発 散 量
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Fig l蒸発 散 量 曲 線
Table.3 期間別平均日蒸発散量および算定日蒸発教量,期間別合計量
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ならば t→―∞ で Y=0,t→十∞でY=Kに収束し,

















ギークー幸r   (6)
となる。△7/F=買,α=夕, 一,/Ff=?とぉけば
















































1, k=8.871, a=0.5926,Y=1/Y(t+1), X=1/
間期
平均 日蒸 発 散 量
CIBill)
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r=吊 ‰     Oつ
となる。t=0におけるYの値,Y。=2.691,Ytの値
は,
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2 蒸発散量曲線および蒸発散速度曲線 (実験1)
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300    400    500
出穂開花期 (9月16日～ 9月30日,
乳 熟 期 (10月1日～10月20日,
黄熟期初期 (10月21日～10月31日,
















































Phytotron内に高さ75c■,60 cm方形 のタ ンクをお
き,地下水面を60clllとして,これに予め栽培 (1965月6
月19日)しておいたミカンを使用した。 PhytOtron内




















































































」un  Jul Aug Sept.Oct NOv. Dec. Jan
1966
春枝伸長充実期   (6月2日～6月24日)
夏枝伸長充実期   (6月25日～8月5日)
秋枝伸長充実期 (I)(8月6日～9月13日)
秋枝仲長充実期 (I)(9月14日～10月14日)
自動制御停止   (10月15日～10月31日)
C2室(15℃)に移す (■.1)
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秋枝仲長充実期(D(8月1






ここで,Y:日蒸発散量 (llllll)T:時間 (day), Y。,
al,a2,m■2,Cは定数,原点は最大点である。実験
におヤヽては, Y。=9.394Hull, a■=10.581, a2=4,759,



































れた。ここで,K:限界蒸発散量 (llu 1/day),m, a



























係があると考えられ, d=a二十bとして, a, bの係数
を出した。
Phytotron内では, 係数aは分ケツ中期から穂バラ
ミ期にかけて3～5×10-3,出穂開花期には8,02×10-3
となり最大であり,乳熟期から黄熟期にかけて低下し
た。係数bは,分ケツ中期に0,69,伸長期,穂バラミ期
になるに従って増加し3.05となった。出穂開花期は日蒸
発散量に対する日射量の影響が大きい。野外実験では,
バラツキが大きいが, 係数aは仲長期が最大で 6,70×
lo-3となった。
3.ミカンについても PhytOtron内および野外で行
なった実験結果では,水稲の場合と同様に蒸散量と日射
量との間には直線関係が成立つことがわかった。
生育仲長の盛んな時期を春枝伸長期,見枝仲長充実
期,秋枝伸長充実期は〉121, とし温度,湿度,上壌水分
などヤよとんど同一条件とし, 日射量だけが大きく変化す
る条件下では, 日射量の変化によって同一生育時期でも
蒸散量には変化が大きく,また日時の経過とともに増加
傾向がある。日蒸散量T(CC/day)と日射量I(Ca1/cM/
day)との間には,T=a二十bの関係が成立し, 春枝伸
長期においては日射量の増加に伴う蒸散量の増加はあま
り著しくないが,夏枝伸長充実期,秋枝仲長充実期と漸
次直線コウ配は大きくなる。これら生育に伴う葉数増加
により日蒸散量が増加するばかりでなく, この時期にお
いては日射量の増減がミカンの蒸散量により強く影響さ
れてヤヽることがわかった。
4.ミカンの野外実験における日蒸散量は,気象条件
に大きく左右されるにもかかわらず,Phytotron内の場
合と類似している。日射量と蒸散量との関係は直線関係
が成立つが, コウ配は PhytOtron内と同一傾向とはい
えない。
